
令和３年度 学校評価（自己評価） 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について
・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

①曜日交換や校時交換により授業時数の ①校標を正しく理解した上で、その体現 ①基本的生活習慣の確立 キャリア教育を基礎とした進路指導の充実 ①学校行事の企画・立案と円滑な実施
バランスをとり、教育課程の適正な実 を目標とし、あらゆる活動を通して豊 規律ある生活態度の確立 により、進路目標実現につながる生徒の学 ・運営
施に努力する。考査問題や答案の厳正 かな人間形成を図る。 挨拶、整容、学習環境の美化等 力の向上、深化を図る。 ②ＰＴＡ活動の活性化及び関係諸団体
な管理、欠試者の迅速な把握と対応、 ②生徒会のリーダーとしての執行部をは 校内生活時間の順守 ①自主的な家庭学習習慣の定着（長期目標 との連携・協力

小 正確な成績処理に努力する。 じめ、各委員会が主体的に考え、積極 登校時間、ベル着、ベル授業等 ・短期目標） ③防災意識の高揚と校舎内外の環境整
項 ②組織的な教材研究や教授法研究への取 的に人間関係を築いた上で活動を行う ②社会的な規範意識の育成 ②面談、進路学習、進路行事を通した生徒 備
目 組を推進し、教科を超えた（横断的） ようにする。 情報モラルの啓発 個々の適性把握の支援 ④広報活動の工夫、改善並びに情報の

相互授業参観と授業研修を推進する。 ③生徒による地域や社会への貢献活動の スマホ使用マナー、インターネット ③各学年・教科間・部活動の連携と情報交 保管、管理の徹底
③図書館活性化モデル校（教科指導型） 可能性を探り、実行する。 利用モラル 換による学力の向上
として、生徒の主体的学習活動を支援 自転車の安全走行の啓発 ④推薦入試制度や新学習指導要領の分析と
する機能を充実させる。視聴覚機器の 防犯意識の確立と盗難防止対策 対策の充実
管理を行うとともに、機器活用のため ⑤生徒・保護者・職員への情報提供
の情報提供に努める。

①コロナ関連長期出席停止生徒のための ①感染対策をしっかり行った上で、その ①生徒のほとんどは、挨拶、整容、学習 ①各学年とも手帳、オンラインを活用し、 ①コロナ禍ではあったが、儀式等の学
リモート授業について検討がなされた。 時々の感染状況を踏まえて、行事の実 環境の美化等を行っている。また、昨 学年の年間計画から生徒自身が学習計画 校行事において、Zoom等を駆使し、
新教育課程下での学習評価について検 施・延期・中止を決めた。コロナ禍で 年度と同様、生活委員による挨拶運動 を立てるなど、家庭学習習慣の定着に努 円滑な運営ができた。
討がなされた。考査の欠試者には毎回 制限はあったものの、昨年度より実施 を２回実施した。 めた。 ②ＰＴＡの役員を中心に、コロナ禍の
追試の機会を設け、迅速に対応してい できることを増やすことができた。生 ②登校時間、送迎車についてのルール、 ②長期休業等を利用した面談や総合的な探 もと、協力して事業を進め、業務の
る。成績処理については日程を適切に 徒会執行部や各委員会が先に立って行 冬期間の通学方法などについては、生 究の時間を活用した進路学習が活発に行 振り返りや次年度への提言を行うこ
設定し複数の目での確認も徹底されて 事の企画・運営を工夫して行い、運動 活委員が各クラスで、月に２回、呼び われた。進路行事はオンライン中心とな とができた。

実 いる。 会では新競技を行い、玲瓏祭では屋外 かけを実施した。 ったが、OneDayカレッジ、進路講演会な ③防災避難訓練では、「三密」を考慮し、
施 ②学校として取り組む課題を明確にし、 での生演奏とオンラインを組み合わせ、 ③全職員による交通安全街頭指導を２回 どを実施できた。 想定場面をしっかり認識させたうえ
状 全員がそれに向けて組織的に授業改善 昨年度よりも一歩前進したものとなっ 実施した。 ③各学年・教科間・部活動の連携や情報交 で、落ち着いた行動をとらせること
況 を行うことができた。特にＩＣＴ機器 た。 ④各講座（交通安全、薬物乱用、性教育、 換は局所的にしかできなかった。 ができた。
・ の活用に関しては、全職員が理解とス ②地域や社会への貢献活動は、なかなか スマホ安全）は、コロナの影響のため、 ④推薦入試制度への理解と新指導要領の周 ④ＰＴＡ会報は、発行を２回に戻し、
達 キルを向上させることができた。校内 このコロナ禍では、難しいと思われる。 第一体育館など１ケ所に集まることが 知と理解が進んだ。 紙面のレイアウトや内容を充実させ
成 授業研修会の際には、教科を超えて参 ＨＲへのアップや、同窓会報などでの できず、各クラスでのリモートによる ⑤各学年でClassiを活用した学年通信の配 るための工夫を、広報調査部門全体
状 観し、協議においても多角的な視点で 告知は行っている。 実施となった。 信などの取組があったが、進路指導部と で模索することができた。
況 の意見交換がなされた。 ⑤地生研の巡視は、コロナの影響のため、 しては情報提供が弱かった。
③図書委員会では通常業務に加えて、蔵 羽後本荘駅前指導のみで、各祭典、花
書バーコード化、他校とのＰＯＰ交流、 火大会などの巡視は中止となった。
図書館報発行等活発な活動を行うこと ⑥高教研生徒指導部会全県大会の事務局
ができた。図書の貸し出し冊数につい は、滞りなく終えることが出来た。
ても年々増加しており、これまで取組
の成果が出てきている。

評 Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ
価

○学習評価の方法が来年度から新しくな ○コロナ禍という条件で全てを計画すべ ○スマホ安全教室について、中学生の半 ○自主的な学習習慣を全生徒に定着させる ○コロナ禍が続いていく中で、儀式の
るので、各教科で十分に準備しておく きであり、今年度と同様に十分議論を 数以上がスマホを所持している状況か 取組の継続 あり方やＰＴＡ諸行事の実施につい
必要がある。 重ねることが必要である。職員だけで ら、高校での指導のあり方を検討すべ ○オンライン等の活用を含む進路行事の一 て、多くの情報を把握しながら対処

○年間を通じた授業改善の課題を設定し なく、生徒会を中心に生徒の意見も吸 きだと思う。 層の充実 していく必要がある。
次 学校全体で取り組むとともに、今年度 い上げ、実施に結びつけたい。 ○交通安全街頭指導については、職員の ○学力向上にむけた学校全体の情報共有と ○防災避難訓練では、職員の多くの意
年 の成果を継続させＩＣＴ教育の有効活 ○ＩＣＴ機器の更なる活用を進め、校外 負担軽減から、場所を減らすなどして 難関大志望者の指導方法と協力体制の確 見を参考にし、様々なシチュエーシ
度 用実践例を増やしていく。相互授業参 に積極的に情報発信する。 実施すべきと思う。 立 ョンを考慮に入れて実施することが
へ 観に関して広く意見をもとめ実施期間 ○芸術鑑賞教室は次年度１０月に実施予 ○効果的な推薦入試指導方法の確立と新指 重要になる。
の や内容の改善に努めていく。 定だが、同月に本校１２０周年式典も 導要領対策の早期取組 ○本校創立１２０周年を迎えるにあた
提 ○図書館利用者の更なる増加と貸出冊数 同会場で行われることから、生徒の座 ○オンライン等の活用を含む進路情報提供 り、各部門の連携を密にしながら、
言 の増加に向けた啓発、支援活動を今後 席配置や座席消毒、動線等考え得る感 の充実 職員・同窓会・ＰＴＡ・生徒が一丸

も継続していく。Blu-rayプレーヤの 染症対策を記念式典担当者と共有しな となって事業を遂行できるよう、協
整備など必要に応じて教室に持参でき がら、両行事を安全に開催できるよう 力体制を整えていきたい。
るような態勢を整えておく。 努める。

《 職員自己評価 》 Ａ：達成 Ｂ：ほぼ達成 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分



令和３年度 学校関係者評価 本荘高等学校全日制課程

１ ２ ３ ４ ５

項 学習指導について 特別活動について 生徒指導について 進路指導について 校務一般について

・授業研究等 ・部活動や学校行事等 ・基本的な生活習慣等 ・進路行事、進路情報等 ・校務分掌、ＰＴＡ、同窓会、地域

目 との連携等

○オンライン授業の限界はあると思うが、 ○コロナ禍なので仕方のないことだと保 ○不安・悩み・不登校などの問題を抱え ○国公立大学は、以前より推薦入試が多く ○「車による送迎」の問題は、本校で

オンラインによる利点は、コロナ禍が 護者はわかっていても、学校行事につ ている生徒にとって、オンラインの活 なり、さらには入試形態が多様化してい 長年続いている解決の難しいテーマ

学 終息しても残ると思う。（遠隔地と結べ いて、修学旅行の中止などについて、 用は、相談しやすい環境作りの第一歩 る中、本校はよく対応して結果を出して の代表格だと思う。これは、学校だ

校 る、様々なネット上の教育資源の活用 何らかの別の方法がなかったのか？残 として非常に重要だと思う。 いると思う。 けではない社会交通上の問題であり、

関 など） 念だったという意見が目立っていた。 最大公約数的なガイドラインがある

係 あるオンライン講演で、説明画面その 価値観は、まさに十人十色、現実とし ○年度の重点目標が達成されている。校 ○入試制度の変化に対応している点は評価 と思うので、それをどう守るかが問

者 ものの上に講師の顔があらわれ、表情 ては、正解のない難しい問題だと思う。 外におけるスマホマナーについても、 できる。勉強とは、試験とは、点数とは、 題だと思う。保護者各位の自覚の問

の 豊かにユーモアを交えて身振り手振り 今後とも指導をお願いしたい。 その本来的意義を明確に教えると生徒の 題だと思う。

ご で話す講師が、その場にいるように感 ○コロナ禍でも努力され活動されていた。 勉学に対する積極性が増すのではと考え

意 じた。このような臨場感を出す工夫は 保護者の考え方は多様であるが、学校 ○外で見かける生徒の整容も態度も立派 る。 ○コロナ禍なので、換気のために窓を

見 大事だと思った。 の方向性等を共有できるよう、さらに と感心している。指導が行き届いてい 開けることも一因とは思うが、学校

・ 広報が必要だと思う。 ると思う。本校生徒だけではないが、 ○保護者としての経験から、進路に関して、 設備などの老朽化もあり、教室が寒

ご ○各学年部がそれぞれ意欲的に取り組ん 駅のホームでの電車の待ち方は、常に 本校の先生方に指導不足はないと思う。 いという意見が複数あったように思

感 でいて感銘を受けた。熱心な先生方の ○保護者アンケートから感じることは、 指導が必要と思う。 進路情報に関しては、各家庭での親子の う。検討の余地があると思う。

想 ため授業研究の成果は常時閲覧できた コロナ禍で、すべての行事が中止、縮 会話不足や親同士の交流がないことで、

及 方がいいと思われた。 小されたことによる不満が多いという ○本年度の「Ａ」→次年度の「Ｐ」に繋 不安を感じることが多いのかと思う。 ○校務が多忙と思われるが、職員が一

び ことである。人間関係や人間形成に大 がるような表現を第一に考えていただ 体となり取り組んでいる印象がある。

ご ○ＩＣＴ活用により、授業がわかりやす 切なことであり、少しでも満足できる きたい。ＰＤＣＡサイクルを廻してい ○日頃の活動には敬意を表するが、この観

提 くなったり、リモート授業等で、生徒 ことをさせてあげたいと切望する。先 る意識が薄い印象である。。 点ほど、「ＫＰＩ」を掲げてＰＤＣＡサイ ○創立１２０周年に向けて、生徒中心

言 が不安なく休めるようになったり、新 生方が難儀されていることも十分理解 クルを廻す必要があると考えられ、自己 の行事が行えるよう祈りたい。

等 しい形で進められている授業は、ぜひ している。 ○個人差の大きいところもあると思うが、 評価のまとめ方が疑問である。

参観したい。 個に寄り添った積極的な生徒指導をお ○保護者アンケートを読んだ印象では、

○生徒の主体性の発現は高く評価できる 願いしたい。 ○オンラインでの難しさがたくさんあるよ ＰＴＡにしてもそうだが、外と内の

○測定可能な「ＫＰＩ」を各分掌に導入 が、もう一段高い水準（例えば、活動 うに感じた。特に全人格的な生徒の育成 隔てなく、客観的に活動の目標、実

するべきである。外部評価の意味とは の行程の見える化～代替案の迅速な検 ○保護者アンケートでも高い評価を得ら という面では、直接的、体験的な進路指 施状況、成果を説明できる体質を高

何であるか？を議論したい。 討への志向性）を見るべき。 れているので、先生方の指導が行き届 導が欠かせないと思った。 めるべきである。

いているように思われる。

○ＩＣＴ機器活用のスキルアップによる ○コロナ禍の中での取組は本当にいろい ○３年生の国公立大学について、、総合型・ ○周年事業に向けての取組もあり、次

授業改善等の取組は評価できる。学習 ろと工夫していることがわかる。 学校推薦型選抜での合格率が昨年度より 年度に向けて大変な一年であったと

指導の成果を見る場合、小中学校では かなり上がっているという結果から、１ 思う。

全国学力テストや県学習状況調査等の ○このコロナ禍において、いろいろな制 年生の時からの指導の成果が出ていると

データで客観的な評価をするが、高校 限がある中、できる限りの行事をする いうことではないかと思われる。 ○先生方の仕事は、学級経営や日々の

でもできないものだろうか。 ための工夫が感じられる。 授業でとても大変だろうし、校務分

掌も非常にハードな業務と聞いてい

○各科目の重点目標が明確であり、実施 る。また、多様な価値観をもつ現在、

状況、達成状況も、このコロナ禍にお 先生方の苦労は大変なことだと思わ

いてもでもしっかり成されていると感 れる。

じた。「本当の学力」を身に付けさせ

る研究、指導をされていることに感謝

する。

評 Ａ Ａ Ａ Ａ Ａ

価

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。

Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。

Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。



令和４年２月１８日

令和３年度 分掌評価まとめ

【各分掌・学年・教科】

秋田県立本荘高等学校



令和３年度

総 務 部
本荘高等学校

今 １ 学校行事の企画・立案と円滑な実施・運営
年 ２ ＰＴＡ活動の活性化及び関係諸団体との連携・協力
度 ３ 防災意識の高揚と校舎内外の環境整備
の ４ 広報活動の工夫、改善並びに情報の保管、管理の徹底 Ｐ
重
点
目
標

実 １ 始業式（４月５日、８月２３日、１月１３日）
施 終業式（７月２１日、１２月２１日）、修了式（３月１８日）
状 入学式（４月６日）、卒業式（３月１日）
況 新任式（４月５日）、離任式・退任式（３月２４日）
・ 新入生オリエンテーション（３月２８日） Ｄ
達 ２ ＰＴＡ総会、ＰＴＡ委員会合同部会、ＰＴＡ委員会（２回）、
成 企画事業の実施、高Ｐ連各種会議等への参加
状 ３ 防災避難訓練（６月２日、１１月１０日）
況 ４ ＰＴＡ会報の発行・配付（２回）

１ コロナ禍ではあったが、儀式等の学校行事において、Zoom等 評
を駆使し、円滑な運営ができた。

成 ２ ＰＴＡの役員を中心に、コロナ禍のもと、協力して事業を進 価
果 め、業務の振り返りや次年度への提言を行うことができた。
と ３ 防災避難訓練では、「三密」を考慮し、想定場面をしっかり認 Ｃ
課 識させたうえで、落ち着いた行動をとらせることができた。
題 ４ ＰＴＡ会報は、発行を２回に戻し、紙面のレイアウトや内容 Ｂ

を充実させるための工夫を、広報調査部門全体で模索するこ
とができた。

○ コロナ禍が続いていく中で、儀式のあり方やＰＴＡ諸行事の実施につ
次 いて、多くの情報を把握しながら対処していく必要がある。
年 ○ 防災避難訓練では、先生方からいただいた多くの意見を参考にし、様
度 々なシチュエーションを考慮に入れて実施することが重要になる。
へ ◯ 本校創立１２０周年を迎えるにあたり、各部門の連携を密にしながら、 Ａ
の 職員・同窓会・ＰＴＡ・生徒が一丸となって事業を遂行できるよう、
提 協力体制を整えていきたい。
言



令和３年度

教 務 部
本荘高等学校

今 １ 曜日交換や校時交換により授業時数のバランスをとり、教育課程の
年 適正な実施に努力する。
度
の ２ 考査問題や答案の厳正な管理、欠試者の迅速な把握と対応、正確な Ｐ
重 成績処理に努力する。
点
目
標

実 １ コロナ関連長期出席停止生徒のためのリモート授業について検討がな
施 された。
状 新教育課程下での学習評価について検討がなされた。
況
・ ２ 考査の欠試者には毎回追試の機会を設け、迅速に対応している。 Ｄ
達
成
状
況

１ 曜日交換や校時交換の周知は滞りなく進んだ。 評
ＩＣＴ活用を含めた業務改善を検討する。

成 価
果 ２ 成績処理については日程を適切に設定しているので、回を重
と ねるごとにスムーズかつ正確にできるようになった。複数の Ｃ
課 目での確認も徹底されている。
題 追認考査受検願の書式を改善した。

追試の日程により答案の返却が遅くなるデメリットがある。 Ｂ
再来年導入される統合型校務支援システムにて、出席統計に
ついての利便性が得られることを期待している。

○ 学習評価の方法が来年度から新しくなるので、各教科で十分に準備し
次 ておく必要がある。
年
度
へ Ａ
の
提
言



令和３年度

生徒指導部
本荘高等学校

今 １ 基本的生活習慣の確立
年 ２ 社会的な規範意識の育成
度
の Ｐ
重
点
目
標

生徒のほとんどは、当たり前のように、挨拶、整容、学習環境の美化等を
行っている。また、昨年度と同様、生活委員による挨拶運動を２回実施し

実 た。
施 登校時間、送迎車についてのルール、冬期間の通学方法などについては、
状 生活委員が各クラスで、月に２回、呼びかけを実施した。
況 全職員による交通安全街頭指導を２回実施した。 Ｄ
・ 各講座（交通安全、薬物乱用、性教育、スマホ安全）は、コロナの影響の
達 ため、第一体育館など１ケ所に集まることが出来ず、各クラスでのリモー
成 トによる実施となった。
状 地生研の巡視は、コロナの影響のため、羽後本荘駅前指導のみで、各祭典、
況 花火大会などの巡視は中止となった。

高教研生徒指導部会全県大会の事務局は、滞りなく終えることが出来た。

ほとんどの生徒は、挨拶、整容、学習環境の美化等を行っている。 評
しかし、一部守れない生徒がいるため、その生徒については、そ

成 の都度、生徒指導部員が指導を行い、改善させている。 価
果 今年度は、各クラスの生活委員が、登校時間、送迎車のルール、
と 冬期間の通学方法などについて呼びかけを行い、徐々にではある Ｃ
課 が効果が出ていると思われる。
題 各講座がリモートによる実施のため、職員の操作は上達したが、

生徒の心に響いたのかは疑問である。 Ｂ
高教研生徒指導部会全県大会では、リモートによる初の研究発表
を行い、成果を上げることができた。

次 スマホ安全教室について、中学生の半数以上がスマホを所持している状況
年 から、高校での指導のあり方を検討すべきだと思う。
度 交通安全街頭指導については、職員の負担軽減から、場所を減らすなどし Ａ
へ て実施すべきと思う。
の
提
言



令和３年度

進路指導部
本荘高等学校

今 キャリア教育を基礎とした進路指導の充実により、進路目標実現につなが
年 る生徒の学力の向上、深化を図る。
度 ①自主的な家庭学習習慣の定着（長期目標・短期目標）
の ②面談、進路学習、進路行事を通した生徒個々の適性把握の支援 Ｐ
重 ③各学年・教科間・部活動の連携と情報交換による学力の向上
点 ④推薦入試制度や新学習指導要領の分析と対策の充実
目 ⑤生徒・保護者・職員への情報提供
標

実 ①各学年とも手帳、オンラインを活用し、学年の年間計画から生徒自身が
施 学習計画を立てるなど、家庭学習習慣の定着に努めた。
状 ②長期休業等を利用した面談や総合的な探究の時間を活用した進路学習が
況 活発に行われた。進路行事はオンライン中心となったが、OneDayカレッ
・ ジ、進路講演会などを実施できた。 Ｄ
達 ③各学年･教科間･部活動の連携や情報交換は局所的にしかできなかった。
成 ④推薦入試制度への理解と新指導要領の周知と理解が進んだ。
状 ⑤各学年でClassiを活用した学年通信の配信などの取組があったが、進路
況 指導部としては情報提供が弱かった。

①自主的な家庭学習習慣の定着は学年進行とともに向上してはい 評
るが、生徒間で格差が広がっている。
②進路行事を中止せずにオンラインで実施できたことは成果であ 価
るが、生徒の集中力低下や学習効果が弱い面も散見される。

成 ③進路達成に向けた全人格的な生徒の育成は今後も課題であり、
果 学校全体での情報交換と協力体制の構築が課題である。
と ④３年生の国公立大学、総合型・学校推薦型選抜での合格率（昨 Ｃ
課 年度 39/73 53.4% 今年度 29/48 60.4% ）は指導の成果といえ
題 る。新指導要領に対する理解は進んだが、対策はこれからである。 Ｂ

⑤オンライン機器や電子黒板等の利用で、新たな情報提供や進路
学習が生徒、保護者に対して可能となった。これらの効果的な
活用が今後の課題である。

次 ①自主的な学習習慣を全生徒に定着させる取組の継続
年 ②オンライン等の活用を含む進路行事の一層の充実
度 ③学力向上にむけた学校全体の情報共有と難関大志望者の指導方法
へ と協力体制の確立 Ａ
の ④効果的な推薦入試指導方法の確立と新指導要領対策の早期取組
提 ⑤オンライン等の活用を含む進路情報提供の充実
言



令和３年度

特別活動部
本荘高等学校

今 (1)校標を正しく理解した上で、その体現を目標とし、あらゆる活動を通
年 して豊かな人間形成を図る。
度
の (2)生徒会のリーダーとしての執行部をはじめ、各委員会が主体的に考え、 Ｐ
重 積極的に人間関係を築いた上で活動を行うようにする。
点
目 (3)生徒による地域や社会への貢献活動の可能性を探り、実行する。
標
実 (1)(2)感染対策をしっかり行った上で、その時々の感染状況を踏まえて、
施 行事の実施・延期・中止を決めた。コロナ禍で制限はあったものの、
状 次のように昨年度より実施できることを増やすことができた。生徒会
況 執行部や各委員会が先に立って行事の企画・運営を工夫して行い、運
・ 動会では新競技を行い、玲瓏祭では屋外での生演奏とオンラインを組 Ｄ
達 み合わせ、昨年度よりも一歩前進したものとなった。
成
状 (3)地域や社会への貢献活動は、なかなかこのコロナ禍では、難しいと思
況 われる。ＨＲへのアップや、同窓会報などでの告知は行っている。

(成果)
・十分検討し、議論を重ねた上で学校行事の実施や規模縮小・中 評
止を判断したことは評価できる。

・今まで通りの行事はできなかったが、大幅に変えてでもできる 価
範囲で取り組んできている。

・生徒会執行部が中心となり、各クラスが一丸となって、本高生
が主体的に活動できていた。

成 ・ＩＣＴ機器を活用することで効率が上がり活動の幅が広がった。
果 (課題)
と ・コロナ禍の中、感染防止と行事の実施は両立がとても難しく、 Ｃ
課 また、他校との比較、他県との比較も考慮に入れながら実施す
題 ることが、とても気を遣うことが多い。 Ａ

・保護者の方は、行事全般について様々な意向があり、全ての方
に十分理解を得ることが困難である。

・芸術鑑賞教室は今年度も実施できなかったが、次年度は状況に
もよるが、感染症対策を施し全校生徒で鑑賞できるように計画
・立案したい。

・貢献活動を実行するためには、コロナ禍でも実施できるものを
考える必要がある。

・「コロナ禍」という条件で全てを計画すべきであり、今年度と同様に、
次 十分議論を重ねることが必要である。職員だけでなく、生徒会を中心に
年 生徒の意見も吸い上げ、実施に結びつけたい。
度 ・ＩＣＴ機器の更なる活用を進め、校外に積極的に情報発信する。
へ ・芸術鑑賞教室は次年度10月に実施予定だが、同月に本校120周年式典も Ａ
の 同会場で行われることから、生徒の座席配置や座席消毒、動線等考え得
提 る感染症対策を記念式典担当者と共有しながら、両行事を安全に開催で
言 きるよう努める。

・行事は実施しても中止しても批判する方はいるが、学校としての考えや
十分議論を重ねたことを発信して理解を得ることが今後も必要である。



令和３年度

研 修 班
本荘高等学校

今 １ 組織的な教材研究や教授法研究への取り組みを推進する。
年 ２ 教科を超えた（横断的）相互授業参観と授業研修を推進する。
度 ３ 『研究紀要』の充実を図り、知的財産を構築していく。
の Ｐ
重
点
目
標

実 １ 指導主事訪問１ヶ月前課題の「ＩＣＴ活用法の研究を進め、わかりや
施 すい授業や生徒の思考力を高める授業づくりを目指す。」に対しては、
状 情報管理委員会による職員研修の効果を受け各教科において臨床的・
況 発展的な研究授業がなされた。
・ ２ 相互授業参観の期間を設け、互いに授業を見合い、話題とする機会と Ｄ
達 した。校内授業研修会の際には、教科を超えて参観し、協議において
成 も多角的な視点での意見交換がなされた。
状 ３ 上記２での、研究授業の実践や研修会での意見交換、また、年次研修
況 の記録等、デジタルデータとして編集し職員間で共有できるものにす

る。

１ 今年度は学校として取り組む課題を明確にし、全員がそれに 評
向けて組織的に授業改善を行うことができた。特にＩＣＴ機

成 器の活用に関しては、全職員が理解とスキルを向上させるこ 価
果 とができた。次年度以降も継続的に実施していきたい。
と ２ 相互授業参観については、その期間を設定したものの数値的 Ｃ
課 な参観状況を把握するにおよばず、今後に向けての質的な改
題 善の方向性を示すまでに至らなかった。 Ｂ

３ デジタルデータとして必要に応じて、いつでも取り出し活用
できる状態にある。

次 ・年間を通じた授業改善の課題を設定し、学校全体で取り組むとともに、
年 今年度の成果を継続させＩＣＴ教育の有効活用実践例を増やしていく。
度
へ ・相互授業参観に関して広く意見をもとめ、実施期間・内容の改善に努め Ａ
の ていく。
提
言



令和３年度

図書視聴覚班
本荘高等学校

今
年 １ 図書館活性化モデル校（教科指導型）として、生徒の主体的学習活動
度 を支援する機能を充実させる。
の Ｐ
重 ２ 視聴覚機器の管理を行うとともに、機器活用のための情報提供に努め
点 る。
目
標

実 １ 教科指定型図書館として、各教科の関連雑誌・図書を購入した。また、
施 県立図書館のセット貸し出しや特別貸出を積極的に活用した。
状 ２ 授業や探究での図書館、ＰＣ活用があった。ＰＣはChromebook互換機
況 として活用した。
・ ３ 図書館の利便性を高めるための図書システム（学校図書管理ソフト） Ｄ
達 に蔵書のバーコード化を順次進めている。
成 ４ 他３校とのＰＯＰ交流を行い、ビブリオバトル出場者への支援も行っ
状 た。
況 ５ 視聴覚機器については、Chromebookの整備と教室のWi-Fi化・プロジ

ェクタ常設により劇的に環境が向上した。相対的に既存の機器の活用
場面は減少した。

評
図書委員会では通常業務に加えて、文化祭でのＰＯＰ展示、蔵

成 書バーコード化、他校とのＰＯＰ交流、図書館報発行など活発な 価
果 活動を行うことができた。図書の貸し出し冊数についても年々増
と 加しており、これまでの取り組みの成果が表れている。 Ｃ
課 視聴覚では教室の環境整備によりネットワーク環境等は整った
題 が、旧来の視聴覚環境(ＤＶＤ再生等)への対応は未整備の部分が Ａ

ある。

１ 図書館利用者の更なる増加と貸出冊数の増加に向けた啓発、支援活動
次 を今後も継続していくべきである。
年
度 ２ Blu-rayプレーヤの整備など、必要に応じて教室に持参できるような
へ 態勢を整えておく。 Ａ
の
提 ３ 図書室配備のＰＣを撤廃して、さらに余剰の出るChromebookの常備が
言 できればよいのではないか。



令和３年度

保 健 班
本荘高等学校

今 １ 生徒の健康意識を高め、自己管理能力の向上を図る
年
度 ２ 学習環境の整備に努める
の Ｐ
重
点
目
標

実 １ 新型コロナウイルス感染症対策への健康教育が主となった。
施 ・朝の健康観察のデジタル化
状 ・CO2 濃度の測定（保健委員）
況 ・保健便りの発行
・ ・昼休みの放送（放送部） Ｄ
達
成 ２ 保健委員を中心に教室における学習環境の整備に努めた。
状 ・休み時間の換気
況 ・清掃用具の点検

・扇風機、加湿器の設置

朝の健康観察をデジタル化したことで、集計が楽になり全職員 評
での情報共有も可能になった。しかし、未入力生徒への対応がま
だ徹底されていない現状も続いているため、引き続き学年部への 価

成 協力をお願いしたい。CO2 濃度の測定も換気を促すために良い効
果 果が現れている。また、水飲み場に自動水栓ができたことも非接
と 触で手洗いができるようになった。 Ｃ
課 マスクの着用、手洗い、手指消毒、換気など基本的な予防対策
題 を徹底するよう今後も働きかけていきたい。 Ａ

次 １ Classiの欠席連絡を活用したい。欠席連絡が多い日は、保護者も電話
年 がつながらず、保護者や先生方の負担を考えても早期に活用を検討して
度 ほしい。
へ ２ 保健便りもClassiで全校の保護者グループに配信したい。確実に保護 Ａ
の 者の目に触れることができると考える。
提
言



令和３年度

１ 年 部
本荘高等学校

今 １自主自律の精神で目標達成に向けて主体的に学び行動できる生徒の育成
年
度
の ２時代の変化に対応できる豊かでたくましい心の育成 Ｐ
重
点
目 ３他者と協働し、社会や地域に貢献する意志と行動力の育成
標

１ほぼ達成できている。基本的な学習習慣の確立(主体的に学習する生徒)
実 と基本的な生活習慣の育成(自律できる生徒)を目指した指導を日々の学
施 校生活で実施している。
状
況 ２ほぼ達成できている。将来につながる校内活動(学校行事や総合的な探
・ 究の時間)を実施している。また、校外活動への積極的な参加を呼びか Ｄ
達 けている。
成
状 ３ほぼ達成できている。集団で協働し仕事に責任をもって取り組む指導を
況 実施している。また、学校行事、部活動を通して地域や社会に関わる活

動を実施できている。
１成果は以下の４つである。
①予習･授業･復習のサイクルの確立による基礎学力の定着 評
②家庭学習時間の確保、③課題等への意欲的な取組と提出、
④考査や模試等での知識の定着と思考力の養成 価

成 課題は、①から④に該当しない少数の生徒への指導である。
果 ２大きな成果として、ＩＣＴを活用した総合的な探究の時間への
と 取組があげられる。将来についての様々な進路探究を通じて、 Ｃ
課 時代の変化に対応できる豊かでたくましい心を育成できた。
題 課題は、ＩＣＴのより効果的な活用方法である。 Ｂ

３成果は、清掃・委員会や係活動への協働的な取組である。また、
時間厳守（遅刻・ベル始業）、挨拶もできている。課題は、コロ
ナ禍において、地域と連携した協働的な活動の実施方法である。

次 ①手帳を効果的に活用し、基本的な生活習慣の確立を土台にしたうえでの
年 基礎学力を身に付けることの大切さを継続して指導していきたい。
度
へ ②ＩＣＴ環境が整備されたことにより、授業や課題活動において、時代の Ａ
の 変化に対応できる豊かでたくましい心の育成に向けてＩＣＴの更なる活
提 用法を検討・共有していきたい。
言

③創立１２０周年に関わる行事などを通じて、将来、地元地域に貢献しよ
うとする気概をもった生徒の育成を目指したい。



令和３年度

２ 年 部
本荘高等学校

今
年 １ 自らの目標を明確にし、目的意識を持って学びを実践する生徒の育成
度
の ２ 自己の特性や社会状況を多角的に考察する姿勢の育成 Ｐ
重
点 ３ 他者の立場に立つ思考し、社会に貢献する意志と行動力の育成
目
標

1 タームを設定し、予習･授業･復習を軸とした計画的な学習を促した。
学習記録について、各ターム内で時期を設定し、Classiで集計したが、
自学時間習慣および記録や自己検証に大きな格差が見られた。
考査や模試を補うものとして、基礎問題の小テストを右文タイムで行
い、発展的な内容については、個別の添削指導や昼休みに希望者対象の

実 学習会を実施した。
施
状 ２ 一学期は、学部学科研究（オープンキャンパス準備を含む）やローカ
況 スを利用してサプライチェーンについて学んだ。二学期は、一学期の内
・ 容を踏まえ、「学問×社会」というテーマで学問分野や大学の研究室な Ｄ
達 どについて探究し、プレゼンテーションを行った。学期末には志望理由
成 書の作成を行い、志望の明確化を図った。三学期は、添削を受けた志望
状 理由書の修正を通して、受験計画を明確化させ、あわせて推薦入試早期
況 対策の説明会などを行い、本格的な受験準備のスタートを促した。

３ 修学旅行やオープンキャンパス、インターンシップなど、多くの行事
が中止または縮小された事は残念である。しかし日常の学校生活や部活
動を通して地域や社会の実状を理解し、他者の立場や考えに配慮する人
間性が養われている。

１ 学習成果の二極化については、中位層（SS55～50）の減少、 評
成 下位の厚さ（考査の欠点数、学習習慣と比例）が課題である。
果 ２ 進路の明確化ができない、目的意識がないままの下方修正な 価
と ど、消極的な進路選択をする生徒が若干おり、視野を広げさせ Ｃ
課 るとともに、進路実現を通して最後まで成長を促したい。
題 ３ 次年度は最高学年として、限られた条件の中で主体的に行事 Ｂ

に参加させたい。

次
年 ・ＩＣＴ教材の運用に関する指針の策定
度 ・難関志望、推薦希望に対する学年部を越えた指導体制の整備
へ ・下位層に対応したカリキュラム等の検討（考査問題、私文コースなど） Ａ
の ・情報リテラシーなどの指導の充実
提
言



令和３年度

３ 年 部
本荘高等学校

今重 １ 自己調整能力を高め、右文尚武を成し遂げる。

年点 ２ 知識基盤社会で求められる学力を身に付ける。 Ｐ
度目 ３ よりよい集団形成のために考え、行動できる。

の標

１について：１年次より取り組んできた「右文シート」への学習・生活記録や「＋αプ

ランニングシート」を用いた見通しをもった学習への取組を継続して、ＰＤＣＡサイク

ルを意識した学習・生活習慣の定着が見られた。学校行事や進路活動において、教員側

から細かな指示や修正等は必要なく、時期に応じた学年全体の雰囲気が醸成され、その

中で個々の取組が効果的に行われていた。「右文シート」の活用は夏季休業を最後に終

了した。

実 ２について：３年生７月模試では各教科大きく成績が下がらず、冬期間から総体や学校

施 祭までの間の学習が適切に行われ、基礎・基本的な学力が身に付いていることが確認で

状 きた。８月に行ったアンケートでは、家庭学習時間が標準的な受験生の学習時間を超え、

況 ＋αの学習にも自分で考えて取り組めている教科が多く見られた。また、昨年度から取

・ り組んできた「推プロ」を継続し、多様なコンテンツから自分の進路と関わる情報を得 Ｄ
達 て、社会問題の原因や影響、未来予測を自分がもっている知識を活用して考察する姿勢

成 が身に付いた。各教科の学びと社会が結び付いていることを実感できた生徒が多かった。

状 ３について：コロナ対応のため、一部の行事やイベントを実施することができなかった

況 が、各行事を通して最上級生として十分な取組過程を確認することができた。自校の伝

統の中で自己を捉え、本荘高校生としてふさわしい振る舞いや言動をすることができて

いた。また、異なる進路目標を持った集団の中で、他者に気遣ったり応援したりする雰

囲気や言動が随所に見られた。１学期の「玲瓏ゼミ」では学びあいをテーマに取り組ん

だが、それまで全く関係性のなかった相手とアカデミックなやりとりを通して、全体の

ために個人が準備することを考え、個人の発言や問いが全体の学びのレベルをあげるこ

とに気付いた。他者との関わりを学びに昇華し、社会で求められる人との関わり方を身

に付け、協働で学ぶことの価値と必要性を実感できた。

卒業学年なので今年度に限らず３年間の成果と課題を記述する。成果の１つ

目は、自分に必要なことを自ら考えて、見通しをもって取り組める集団になっ 評
たことであり、２つ目は、総合的な探究の時間や推プロ等を通して指導してき 価
た物事の見方・考え方が定着したことである。どちらも受験期に生徒の記載や

言動にあらわれていたが、後者については、面接試験で「よい考え方をしてい

成 る」と直接評価された生徒が数名いること、総合型選抜等における高い合格率

果 などから確認できる。これらは１年次から長期的な見通しをもって進めてきた

と 指導の成果であり、生徒にとっては社会で必ず評価されることだと考えている。 Ｃ
課 また、これらの指導に取り組む中で多数の新しいチャレンジがあったが、学年

題 部の教員がその都度知識や考え方を書き換え、共通理解を持った上で自分の言 Ａ
葉で丁寧に目的を生徒に伝え、個別の生徒に対応しながらも均一な指導ができ

たことは学び続ける教員集団として成長できたという点で大きな成果である。

課題は難関大を志望する生徒への組織的で継続的な指導体制の整備と教科指

導力の向上であるが、改善策は書けない。個の取組はもちろん学年部の取組で

は改善が難しいということは明らかだと思う。

次の ・多様な学力層への対応、特に難関大志望者への進路指導体制を検討すること。

年提 ・総合的な探究の時間の取組と成果を検証して、３年間を見通した計画を作成すること。

度言 ・多様な価値観をもつ生徒、学力が突出して低い生徒、授業や学校生活に適応できない Ａ
へ 生徒、生徒指導事故に関わる生徒などを担任・学年部と分掌が協力して進めること。

・コロナ対応やＩＣＴ関連の新しい取組について学年部と分掌が協力すること。



令和３年度

国 語 科
本荘高等学校

今 １ 生徒の自律的・主体的学習態度の育成
年 ２ 学力各層に配慮した授業展開の工夫
度 ３ 補習、添削、週末課題等の計画的・効果的指導方法の工夫
の ４ 生徒の進路実現に資する系統的教材配置と指導方法の研究 Ｐ
重
点
目
標

実 １ ＩＣＴの活用により、各生徒が自らの考えをまとめようとする態度を
施 育成することができた。
状 ２ 毎時間、又は単元ごとの小テスト等で全体に共通する基礎知識の定着
況 を目指した。発展教材として新聞記事等を読んだり、入試問題に取り
・ 組むことで、学力上位層の学習内容を深化させることができた。 Ｄ
達 ３ 年間を見通して計画し、各生徒の進路志望にあわせて添削指導なども
成 行っている。
状 ４ 変化する入試に対処できるよう工夫した。また、ＩＣＴ活用の授業に
況 向けて互見授業をしたり、検討会を行ったりした。

１ 生徒が自らの考えをまとめようとするようになった。 評
２ 生徒同士で教え合う場の設定は、上位層の力がつき、下位層

成 にとっても理解の手助けの一つとなった。また、時間はかか 価
果 るが、古典の訳を一人ずつ黒板の前で説明させることも有効
と だった。今後も教材開発に努めたい。 Ｃ
課 ３ 上位層については個別の添削が効果的で、学習に対する意欲
題 が一段と強くなったようだ。 Ｂ

４ しっかりやる生徒とやらない生徒の二極化に対し、有効な手
立てが見つからない。特に第３回考査後の共通テスト対策が
顕著である。更なる研究を行いたい。

次 ・次年度の１年生は、新課程になり、授業時数も減ったので、特別な指導
年 方法を考えながら指導することが急務である。新課程の科目についての
度 教材研究や共通理解が必要なので、日常的な互見授業や情報交換を進め
へ たい。 Ａ
の
提
言



令和３年度

地歴公民科
本荘高等学校

今 １ 教材の精選や学習活動の工夫を進め、主体的・対話的で深い学びの実
年 現を図る。
度 ２ 授業を通して基礎的事項の確実な定着に努めるとともに、大学入学共
の 通テストに対応できる思考力・応用力を身に付けさせる。 Ｐ
重 ３ 模擬試験の結果や大学入試問題を分析し、授業を通して生徒への還元
点 を図る。
目 ４ 校内・校外研修および相互授業参観により指導力向上と授業改善を図
標 る。

１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、学習活動における内
実 化と外化を授業内で連動させて知識に結び付けることについて、教科
施 全体で共有を進めることができた。
状 ２ 大学入学共通テスト全国平均点（中間集計）と本荘高校平均点を比較
況 すると、日本史Ｂ-5.62点、世界史Ｂ+2.09点、地理Ｂ-4.45点、現代
・ 社会+1.57点、倫政+1.41点であった。 Ｄ
達 ３ 大学の入試問題を参考にした考査問題の作成を進めた。今後は考査問
成 題と授業内容との連動を図っていきたい。
状 ４ 世界史Ｂの研究授業では教科全体で指導案を検討し、ＩＣＴの効果的
況 な活用方法や家庭学習との連動について確認した。授業検討会では、

「個別最適な学び」の実現に向けての共通理解を構築することができ
た。

１ ＩＣＴについては、授業での活用が飛躍的に進んだ。今後は
育成したい資質や能力を明らかにしながら取捨選択を進め、 評
効果的な活用方法を研究していく必要がある。

成 ２ 基礎的な知識の定着と思考を深める活動の両立が重要である。 価
果 生徒の多様化に対応しながら目標を達成するためには、学習
と 内容の精選と指導の個別化を進める必要がある。 Ｃ
課 ３ 入試問題を考査に活用するなど、大学入試から逆算した指導
題 の改善は進められている。入試問題を核とした授業の構築と

評価の仕組み作りが必要である。 Ｂ
４ 授業改善に向けた情報交換は日常的に進めることができた。

また、校内授業研修を通して、授業改善の方向性を教科全体
で確認することができた。

○新科目の研究推進
次 次年度の１年生から必修科目として始まる「歴史総合」、「地理総合」に
年 ついて、２年生以降の「世界史探究」、「日本史探究」、「地理探究」との
度 連動を念頭に置きながら指導方法の研究を進める。
へ Ａ
の ○「主体的・対話的で深い学び」を実践するための授業改善
提 ＩＣＴを効果的に活用した協働的な学習の実践と指導の個別化、家庭学
言 習と授業との連動などについて研究を進める。



令和３年度

数 学 科
本荘高等学校

今 １ 予習→授業→復習の学習のサイクルを身に付けさせる。自ら課題を見
年 いだし自ら学び自ら問う力を育てる。
度
の ２ 考査や模試等で生徒個人の学力を把握し、授業でフィードバックを行 Ｐ
重 う。また、科内で研修や情報交換を行い、教材研究や指導法の工夫な
点 ど連携を図る。
目
標 ３ 生徒の進路実現に向け、共通テストや志望大学の個別試験の入試問題

の分析を行い、読解力・計算力・応用力・忍耐力を錬成する。

・習熟度別クラスで授業や補習を行うことによって、生徒の学力に合わせ
実 た指導ができた。
施 ・各学年とも上位層に対して添削指導や昼休みの補習を行い、学力の引き
状 上げを図った。
況 ・下位層に対しては基本レベルの問題のプリントを配付するなどしてフォ
・ ローアップを行った。 Ｄ
達 ・数学科通信などを通して、年間の授業予定や取り組むべき課題について
成 情報を提供して、＋αの学習を定着させるように指導した。
状 ・学習法について、教科担任として面談を行うなどきめ細かい指導を行っ
況 た。

・課題の提出状況は良好である。
・授業アンケートの数値ではほぼ全項目で２回目の方が上回った
・各学年とも、模試の結果を綿密に分析し、本校の生徒の苦手分 評
野を明示し、＋αの学習として家庭学習で取り組ませたり、集

成 中して授業で扱うなどして、対策を行った。その後の模試では 価
果 成果をあげることができた。３年生では記述模試では高い成果
と が得られ、学力向上に結び付けることができたが、新傾向や初 Ｃ
課 見の問題を解き進める力や知識を活用する力、早く正確な計算
題 力を伸ばすための指導が課題であった。１、２年生では知識・ Ｂ

技能を問う問題の正答率は良好であったが、思考力・判断力・
表現力を問う問題の正答率を上げることが課題であった。

２、３年生では生徒間の学力差が大きく指導に困難を感じるが１年生か
次 ら定員が３０人減っているので、今後は生徒の学力層が変化していくと感
年 じる。中間層の生徒を上位層に引き上げる指導と上位層の生徒への指導が
度 必要である。特に中位層の基礎・基本の定着不足が受験期の学力向上を妨
へ げており、受験勉強が成績の向上に結び付かない。３年間を見通した学習 Ａ
の 方法の指導が必須である。共通テストや対策模試では様々な出題形式や日
提 常的な題材が扱われおり、低学年の授業とどのように関連させていくべき
言 か、新１年生から新しい評価が始まるので学力向上にどう評価を活用する

か考察が必要である。



令和３年度

理 科
本荘高等学校

今 １ 科学的思考力と自然を探究する能力・態度を育成する。
年 …実験・観察を重視した学習指導方法を工夫する。
度 ２ 授業改善による教科指導力の向上を図る。
の …観点を明確にした授業を実践する。 Ｐ
重 ＩＣＴの効果的な活用について研究する。
点 ３ 進路目標達成に向けて生徒の学力を育成する。
目 …大学入試問題・模擬試験結果を分析し、総合型選抜・一般選抜入試
標 に対応した授業を実践する。

実 １ 実物投影機を活用した生徒実験の実施や、演示実験の増加、ＩＣＴに
施 よる実験動画の視聴、chromebookによるclassroomの活用等、指導方法
状 を改善した。加えて、観察・実験を題材とした問題演習を精選すること
況 で、生徒の理解がさらに深まるよう工夫した。
・ ２ 演習解説時に問題をプロジェクターで直接投影することで、板書時間 Ｄ
達 が短縮されると共に、観点の明確化が容易になり、要点整理に時間をか
成 けることができるようになった。
状 ３ 大学入試や論述問題を精選し、授業に取り入れることで、入試に対応
況 した実践力の育成を図った。最新の科学事情も話題として提供し、生徒

の学習意欲を喚起した。

１ ＩＣＴの活用について、少しずつ効果的な利用の仕方が見え 評
てきた。動画の活用が容易になったため、生徒への提示方法が
多彩になった。 価

成 ２ 生徒実験や生徒がＩＣＴに触れる機会が、授業によってまち
果 まちである。科全体で連携・情報共有しながら教科指導力の向
と 上を図る必要がある。 Ｃ
課 ３ 入試に対応した授業は、内容の深い理解等を通じて実践され
題 つつある。今後は総合型選抜・一般選抜入試に対応できる授業 Ｂ

・作問研究を深めることで、今まで以上に授業の質を高めてい
く必要がある。

次 ・年々多様化する入試へ如何にして対応していくかが今後の課題である。
年 実験やＩＣＴの活用も含めて組織としての共有を図っていく必要があ
度 る。
へ ・模擬試験の結果や、共通テスト・大学入試問題を分析し、昨今の大学入 Ａ
の 試に対応した思考力を育成する取組を、科全体で協議・充実させて行く
提 必要がある。
言 ・２階理科実験室の冷房・Wi-Fi環境の整備（常設）を希望する。



令和３年度

保健体育科
本荘高等学校

今 １ 生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てる
年
度 ２ 生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を
の 育てる Ｐ
重
点 ３ 体力の向上を図る
目
標

実 １ バレー・バスケ・バドミントン・サッカー・ソフトボール・卓球を３
施 種目の組み合わせで、４回選択を変更する機会を作り行った。
状
況 ２ ＩＣＴ機器を活用できた。
・ Ｄ
達 ３ 全体的に活動量を十分に確保できている。
成
状
況

１ １年生は少なくとも２つの運動の型を選択させるようにし、 評
さまざまな種目を経験させるようにした。クラスごとに体育委

成 員を中心に準備運動を行ったり、種目によってはリーグ戦を組 価
果 むなど主体的な活動を促す工夫・手立て・声かけができた。
と Ｃ
課 ２ クロームブックや情報室を活用し、探究型の授業が展開でき
題 た。ＩＣＴ機器の活用については、今後、体育の授業での活用

を検討していきたい。 Ａ

３ 良好である。

次 ・ 体育館の滑り止めワックスを予算化してほしい。
年
度
へ Ａ
の
提
言



令和３年度

芸 術 科
本荘高等学校

今 １ 技法・技術や知識の定着を図るとともに、個別・グループ別の指導を
年 充実させる
度 ２ 生徒の作品や練習成果について生徒相互に鑑賞・評価する機会をも
の ち、表現する喜びと鑑賞の能力を高めさせる。 Ｐ
重 ３ 生徒の考えを引き出す発問の工夫や互いに批評し合う活動などを取り
点 入れて言語活動の充実を図るとともに、芸術表現を構成する諸要素の
目 理解を深めさせる。
標 ４ すぐれた作品に触れる機会として芸術鑑賞教室を実施し、生徒の感性

を高めさせる。
１ 今年度はグループ別の指導は難しかったが、教科独自のアンケートを

実 実施するなどして生徒理解に努め、指導に役立てることができた。
施 ２ 音楽では自分たちの演奏の録音録画をして相互評価を行ったり、箏
状 (琴)をレンタルし日本の伝統音楽に親しませることができた。美術で
況 はＩＣＴ機器を活用し作品のプレゼンを行わせ相互評価を行った。コ
・ ロナ禍の活動が制限された中でも、表現する喜びと鑑賞の能力を高め Ｄ
達 させることができた。
成 ３ 議論させる場面を意識して作り言語活動の充実に努めたが、意見を共
状 有する時間を常に設定できたわけではなかった。
況 ４ 芸術鑑賞教室演劇鑑賞は狂言の予定であったが、コロナ禍で今年度も

中止となり来年度に延期となった。

１ 感染症対策を行いながら、授業のアクティブ化を進め、動 評
きのある授業や内面的思考のアクティブ化を大切にしたい。

成 ２ 音楽では表現と技能の能力を高めさせると共に鑑賞活動を充 価
果 実させた。美術では鑑賞能力が特に向上した。
と ３ 音楽を構成する諸要素についてはそれぞれの教材の中で常に Ｃ
課 意識して年間を通して指導できた。美術ではアイディアを考
題 える上での生徒同士の意見交換を積極的に取り入れた。 Ａ

４ 来年度は今年度実施できなかった狂言の鑑賞を通して、日本
の伝統芸能、伝統文化の良さを生徒に伝える。

○一昨年度から芸術科の成績提出回数が増えたことに伴い、実技や鑑賞の
次 試験、作品の提出回数が増えて生徒も教員も負担を感じている。成績を
年 付けるための授業と試験にならないよう、芸術科の目標「生涯にわたり
度 芸術を愛好する心情を育てる。」を達成することを第一とし、指導計画
へ の立案とその実施に努める。 Ａ
の ○音楽室と美術室で教員のWi-Fi環境はようやく整ったものの、両教室は
提 秋田GIGAのWi-Fi環境下に無く、生徒のクロームブックが未だに容易に
言 使えない状況である。クロームブックで作品のプレゼンや、作曲、創作

などの活動を行わせたいので、ＩＣＴ関係部署と連携を図り早急に生徒
がクロームブックを使える状態にしたい。



令和３年度

英 語 科
本荘高等学校

今 A) ３年間の系統立った指導目標の明確化と、その実践方法の確立
年
度 B) 指導方法の工夫と改善
の Ｐ
重 C) 英語によるコミュニケーション能力の育成
点
目
標

実 A) 昨年度まで拠点校として「即興で話す力の育成」を重視した指導を
施 行ってきており、現在もそれを踏襲している。英語で発話したり、
状 やりとりするための帯活動などで、これまでの蓄積が生きている。
況
・ B) 暗唱やスピーキング、リスニングの活動に継続して取り組むことで Ｄ
達 一定の成果が上がっている。
成
状 C) 即興で話す力を育む指導を通して、英語を使って意見や考えを発信
況 することへの積極性が増している。

・授業の中で４技能を意識することができた一方で、思うように 評
パフォーマンステストを実施できなかった。

成 ・年度途中でＡＬＴ不在の状態になったが、ＪＴＥが添削を行う 価
果 ことでライティング指導を継続して行うことができた。
と ・ＡＩＵ受験指導を英語科で分担して行い、力を入れて指導した Ｃ
課 結果、出願者全員が合格した。
題 ・英検２次試験に向けた指導も、皆で協力してよくできた。 Ｂ

・ディベートを含む表現活動をより充実させ、パフォーマンステストの
次 実施で成績に反映させる。
年 ・現在は毎年必ず使用教科書を替えているが、授業用のハンドアウトや
度 小テストなどの資材を共用するメリットを考えれば、継続採用を検討
へ してもいいかもしれない。 Ａ
の ・帯活動としての、単語帳を用いた単語学習のあり方も再考する必要が
提 あると考える。
言



令和３年度

家 庭 科
本荘高等学校

今 １ 生活を主体的に営むために必要な知識・技能を身に付けさせる。
年
度 ２ 生活や社会について思考し、自身の考えを述べる力を育む。
の Ｐ
重 ３ 授業のねらいを明確にし、ＩＣＴ等を活用した授業改善を図る。
点
目
標

実 １ 授業における講義や調べ学習を充実させた。感染予防対策を行った上
施 で調理実習を実施し、基礎的な調理技術について学習させた。
状
況 ２ 自身の意見を記述させる発問・活動を多く取り入れるように努めた。
・ 国公立大の小論文出題例を、授業のねらい・発問に生かした。 Ｄ
達
成 ３ Googleスライドでの板書形式を取り入れ、授業の効率化を図った。ま
状 た、動画やインターネットを活用した資料の提示、タブレットを活用
況 した調べ学習や課題提出に取り組んだ。

１ 特に保育・食生活・経済生活分野を充実させ、経済生活分野 評
では、成年年齢引き下げを自分事として捉え、契約や収支管

成 理について主体的に考えさせる授業づくりに努めた。単元ご 価
果 との実施時期や時間配分については検討が必要である。
と Ｃ
課 ２ すべての単元での論述問題への取り組みはできなかった。ま
題 た、論述させた課題の評価方法については改善が必要である。 Ｂ

３ 授業の効率化と合わせて生徒にとっての見やすさ・学びやす
さを考えながら授業づくりに取り組んだ。

次 〇生活の中から課題を見出す教材を研究し、生徒が自身の将来や進路につ
年 いて考える一助となるような授業づくりを目指す。
度
へ 〇タブレットや各種アプリケーションの活用方法について学び、グループ Ａ
の ワークや言語活動等での効果的な使い方を検討していく。
提
言



令和３年度

情 報 科
本荘高等学校

今 １ 課題や目的に応じて情報手段を適切に活用し、情報社会における実践
年 力を身につける。
度 ２ 情報に関する科学的な見方や考え方を養う。
の ３ 情報通信手段の特性を理解し、効果的なコミュニケーションの方法を Ｐ
重 習得させる。
点 ４ 情報が社会に及ぼす影響を理解し、主体的に情報社会に参画する態度
目 を養う。
標

実 １ 教員ＰＣのプレゼン画面を生徒ディスプレイ画面に転送するなど、必
施 要に応じて情報機器の特性を活用して指導することができた。
状 ２ 情報量の計算やディジタル化の学習を通して情報に関する科学的な見
況 方や考え方ができるよう教材・授業設計を工夫した。
・ ３ 生徒のメディアリテラシーやセキュリティスキルを高めるため、身近 Ｄ
達 な具体的事例を扱うことを心がけた。特にセキュリティについては自
成 己防衛能力の向上を目指して高校生が陥りやすい事例を取り上げた。
状 ４ ＩＣＴを活用した問題解決能力・プログラミングスキルを養うべく、
況 htmlおよびcssでのWebサイト制作実習に取り組ませた。

１ 現在、既存のネット環境を活用して指導しているが、導入か 評
ら年数が経ち、現行ＰＣ環境では負荷がかかりすぎている。

成 ２ 理数系を得意とする生徒は科学的な側面について理解が早い 価
果 が、苦手な生徒に対する指導にはさらに工夫を要する。
と ３ 生徒のＩＣＴリテラシーやセキュリティスキルについては重 Ｃ
課 点的に指導したので、定着させることができた。
題 ４ オンライン教材を用いたので、生徒は積極的・主体的に取り Ｂ

組めていた。新年度からはプログラミング教育が必須となり、
Python等の言語での指導に切り替えざるを得ない。

１ 今後は、導入されたChromebookを活用した指導についてもブラッシュ
次 アップしていくことが求められる。
年 ２ 新カリキュラムとしても受験科目としても、大きな要素となることが
度 予想されるので、試験問題を念頭に置いた授業設計が求められる。
へ ３ ＩＣＴリテラシーやセキュリティスキルについての分野は技術の新陳 Ａ
の 代謝が激しいので、指導側の新技術等への対応や、授業の継続的なア
提 ップデートが求められる。
言 ４ プログラミング教育は非常に指導の難しい分野であり、教科書・副読

本だけでは厳しい側面がある。Python向けのオンライン教材の活用な
ども検討すべきと考えている。



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

1 202 319 75 15 33 2 1 148 376 96 15 27 5

2 104 384 52 10 86 6 2 96 393 70 8 94 6

3 224 349 48 1 21 3 3 209 368 54 3 28 5

4 162 292 133 15 41 1 4 123 341 127 26 43 7

5 299 268 52 15 7 1 5 172 418 39 12 21 5

6 322 264 19 2 23 6 6 330 282 18 2 26 9

7 380 221 14 4 18 3 7 399 229 18 0 14 7

全体 37.7% 46.6% 8.7% 1.4% 5.1% 0.5% 全体 31.6% 51.6% 9.0% 1.4% 5.4% 0.9%

１年 11.0% 14.3% 1.9% 0.5% 2.2% 0.1% 1,528 １年 9.9% 16.7% 1.9% 0.4% 1.8% 0.5% 0

Ｒ元 ２年 12.0% 16.8% 3.6% 0.5% 1.8% 0.0% 1,470 ## ２年 10.8% 17.1% 3.9% 0.5% 1.9% 0.0% 0

３年 14.7% 15.5% 3.3% 0.4% 1.1% 0.4% 1,315 ３年 10.9% 17.7% 3.3% 0.5% 1.8% 0.4% 0

#

# ##

# ##

学校訪問時や電話の際の学校職員の対応は適切である。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

昨年度　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっている。

学校は生徒や保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっている。

学校は生徒や保護者の個人情報に関して適切な配慮をしている。

学校訪問時や電話の際の学校職員の対応は適切である。

Ｒ３　学校経営

本校の「教育目標」「教育方針」「本年度の目標」を知っている。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっている。

本荘高校の生徒の進路を考えた効果的な教育課程（３年間にわたる
授業の全体計画やコース設定、校時割）の編成に努めている。

学校は校内の活動を外部に積極的に伝えようとしている。

A B C
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Ｒ３ 学校経営

A

B

C

D

E

未

A B C
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昨年度 学校経営

A

B

C

D

E

未

保護者アンケート　－１－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 145 346 95 12 40 1 8 106 373 125 11 47 5

9 130 324 90 6 86 2 9 101 339 107 13 101 6

10 144 321 111 13 44 4 ## 10 80 390 111 17 63 6 #

全体 21.9% 51.8% 15.5% 1.6% 8.9% 0.4% 全体 14.3% 55.1% 17.1% 2.0% 10.5% 0.8%

１年 6.3% 16.5% 4.1% 0.5% 2.8% 0.1% ## １年 4.3% 17.9% 4.1% 0.8% 3.5% 0.5% #

２年 6.8% 17.2% 6.9% 0.3% 2.9% 0.1% ## ２年 5.2% 18.0% 7.0% 0.6% 3.3% 0.0% #

３年 8.7% 18.0% 4.4% 0.8% 3.2% 0.3% ## ３年 4.8% 19.2% 6.0% 0.6% 3.6% 0.3% #

生徒は授業に関して満足している。

Ｒ３　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされている。

生徒は授業に関して満足している。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されている。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされている。

A B C
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Ｒ３ 教科指導

A

B

C

D

E

未

A B C
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昨年度 教科指導

A

B

C

D

E

未

保護者アンケート　－２－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 190 296 60 10 79 3 11 159 318 55 6 122 7

12 201 328 59 4 44 2 12 166 361 59 7 66 8

13 223 334 31 3 44 3 13 218 355 31 4 52 7

14 194 307 39 3 92 3 14 155 289 43 10 162 8

全体 31.7% 49.6% 7.4% 0.8% 10.1% 0.4% ## 全体 26.2% 49.6% 7.0% 1.0% 15.1% 1.1% #

１年 9.6% 15.2% 1.8% 0.1% 3.5% 0.0% ## １年 8.4% 14.7% 1.3% 0.1% 6.0% 0.6% 0

２年 10.1% 18.1% 2.3% 0.1% 3.6% 0.0% ## ２年 9.3% 17.0% 2.6% 0.5% 4.7% 0.0% 0

３年 12.0% 16.3% 3.3% 0.5% 3.1% 0.4% ## ３年 8.4% 17.8% 3.1% 0.4% 4.3% 0.5% 0

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われている。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられている。

Ｒ３　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいる。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっている。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われている。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられている。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいる。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっている。

A B C
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Ｒ３ 生徒指導

A

B

C

D

E

未

A B C
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昨年度 生徒指導

A

B

C

D

E

未

保護者アンケート　－３－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

15 205 294 50 5 56 22 15 177 301 59 9 103 18

全体 32.4% 46.5% 7.9% 0.8% 8.9% 3.5% ## 全体 26.5% 45.1% 8.8% 1.3% 15.4% 2.7%

１年 9.2% 13.3% 2.4% 0.0% 3.8% 1.3% ## １年 7.2% 15.3% 1.8% 0.3% 5.8% 0.7%

２年 10.0% 16.9% 3.5% 0.3% 2.5% 1.1% ## ２年 9.0% 14.8% 3.3% 0.3% 5.8% 0.9%

３年 13.3% 16.3% 2.1% 0.5% 2.5% 1.1% ## ３年 10.3% 15.0% 3.7% 0.7% 3.7% 1.0%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応している。

Ｒ３　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応している。

A B C
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Ｒ３ 教育相談
A
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未
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昨年度 教育相談
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未

保護者アンケート　－４－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 229 309 46 8 32 11 16 198 334 62 13 47 13

17 165 319 58 7 72 14 17 140 320 70 16 109 12

18 188 329 58 9 39 12 18 175 316 72 11 80 13

19 203 325 63 6 25 12 19 199 336 73 19 25 15

全体 30.9% 50.5% 8.9% 1.2% 6.6% 1.9% ## 全体 26.7% 49.0% 10.4% 2.2% 9.8% 2.0%

１年 8.1% 15.4% 2.6% 0.4% 2.8% 0.8% ## １年 7.9% 15.5% 2.7% 0.5% 4.0% 0.6%

２年 9.8% 17.8% 3.5% 0.2% 2.3% 0.6% ## ２年 8.6% 17.0% 3.9% 0.8% 3.4% 0.4%

３年 13.0% 17.3% 2.8% 0.6% 1.5% 0.5% ## ３年 10.2% 16.5% 3.7% 0.9% 2.4% 0.9%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われている。

学校は進路についての情報を、生徒や保護者に適切に伝えている。

Ｒ３　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われている。

進路指導の成果はあがっている。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われている。

学校は進路についての情報を、生徒や保護者に適切に伝えている。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われている。

進路指導の成果はあがっている。
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Ｒ３ 進路指導
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昨年度 進路指導
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E

未

保護者アンケート　－５－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 150 285 109 29 48 15 20 154 271 141 41 44 16

21 230 274 50 14 50 16 21 212 309 51 9 69 17

22 224 258 59 20 57 17 22 221 264 62 22 81 17

全体 31.7% 42.9% 11.4% 3.3% 8.1% 2.5% ## 全体 29.3% 42.2% 12.7% 3.6% 9.7% 2.5%

１年 9.6% 12.3% 3.1% 0.7% 3.0% 1.3% ## １年 10.5% 12.9% 3.1% 0.6% 3.3% 0.7%

２年 10.3% 16.2% 3.3% 1.3% 2.7% 0.6% ## ２年 10.7% 13.9% 4.6% 1.1% 3.1% 0.8%

３年 11.8% 14.4% 5.0% 1.4% 2.5% 0.6% ## ３年 8.1% 15.4% 5.0% 1.9% 3.2% 0.9%

部活動の指導は適切に行われている。

Ｒ３　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっている。

部活動を通した人間育成が図られている。

部活動の指導は適切に行われている。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっている。

部活動を通した人間育成が図られている。

A B C
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Ｒ３ 特別活動
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昨年度 特別活動

A
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未

保護者アンケート　－６－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない (Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない
Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 201 334 44 4 41 13 23 163 375 39 10 66 14

24 198 324 69 10 25 11 24 198 354 64 15 21 15

25 319 273 23 0 11 11 25 325 294 22 2 9 15

26 254 282 65 11 11 14 26 226 325 60 21 20 15

27 234 303 33 3 45 17 27 201 308 68 10 64 16

全体 37.9% 47.6% 7.4% 0.9% 4.2% 2.1% ## 全体 33.4% 49.7% 7.6% 1.7% 5.4% 2.2%

１年 12.2% 13.5% 2.0% 0.3% 1.4% 0.8% ## １年 12.0% 14.2% 1.8% 0.5% 1.9% 0.9%

２年 10.9% 18.4% 2.4% 0.3% 1.6% 0.6% ## ２年 10.9% 17.7% 3.0% 0.5% 1.6% 0.5%

３年 14.8% 15.7% 3.0% 0.4% 1.2% 0.6% ## ３年 10.5% 17.8% 2.8% 0.8% 1.9% 0.8%

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒や保護者の期待に応えている。

学年やクラスについての情報は生徒や保護者に適切に伝えられてい
る。

Ｒ３　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒や保護者の期待に応えている。

学年やクラスについての情報は生徒や保護者に適切に伝えられてい
る。

保護者面談は適切に行われている。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っている。

教材費の負担について配慮がなされている。

保護者面談は適切に行われている。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っている。

教材費の負担について配慮がなされている。
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Ｒ３ 学年経営・学級経営
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昨年度 学年経営・学級経営

A
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E

未

保護者アンケート　－７－



保護者アンケート

(Ａ：そうである　Ｂ：ある程度そうである   Ｃ：あまりそうではない

Ｄ：そうではない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 83.2% 10.5% 6.4% 0.0971 0.0492

② 69.4% 19.2% 11.4% 0.0985 0.0538

③ 75.7% 8.1% 16.2% 0.0915 0.0549

④ 71.7% 10.2% 18.1%

⑤ 75.6% 12.6% 11.8% 0.1819 0.0876

⑥ 71.5% 16.3% 12.2% 0.2082 0.1013

⑦ 83.0% 9.3% 7.6% 0.1893 0.1116

77.7% 11.8% 10.5%

0.0746 0.1126

A+Ｂ C+Ｄ E+未 0.0755 0.1177

① 84.3% 10.1% 5.6% 0.0647 0.1178

② 73.7% 17.1% 9.2%

③ 81.2% 8.2% 10.6%

④ 79.0% 8.7% 12.3%

⑤ 81.4% 10.0% 8.5%

⑥ 74.6% 14.8% 10.7%

⑦ 85.5% 8.2% 6.3%

81.2% 10.7% 8.1%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 85.4% 9.7% 4.9%

② 73.1% 18.2% 8.8%

③ 81.3% 7.5% 11.3%

④ 78.4% 7.3% 14.3%

⑤ 80.6% 9.6% 9.9%

⑥ 86.9% 6.6% 6.5%

⑦ 85.7% 8.3% 6.0%

82.6% 9.6% 7.8%

学年経営・学級経営

Ｒ２

学校経営

教科指導

保護者対象アンケート概要

学校経営

教科指導

生徒指導

進路指導

特別活動

Ｒ３

教育相談

⑧　全体

⑧　全体

生徒指導

⑧　全体

学校経営

教育相談

特別活動

学年経営・学級経営

進路指導

Ｒ１

教科指導

生徒指導

教育相談

進路指導

特別活動

学年経営・学級経営
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保護者アンケート　－８－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

1 17 30 1 0 1 0 1 11 32 0 0 0 0

2 12 33 2 0 2 0 2 8 34 0 0 1 0

3.1 13 31 4 0 1 0 3.1 11 27 4 0 1 0

3.2 14 31 2 0 2 0 3.2 7 35 0 0 1 0

4.1 20 26 2 0 1 0 4.1 7 24 11 0 1 0

4.2 8 31 9 0 1 0 4.2 4 27 10 1 1 0

5 25 23 1 0 0 0 ## 5 16 24 2 1 0 0

6 26 21 1 0 0 1 6 19 22 2 0 0 0

7 29 18 1 0 1 0 7 21 22 0 0 0 0

全体 37.2% 55.3% 5.2% 0.0% 2.0% 0.2% ## 全体 26.9% 63.8% 7.5% 0.5% 1.3% 0.0%

92.5% 5.2% 2.3% 90.7% 8.0% 1.3%

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校や電話での保護者との応対の際、教職員の態度や対応の仕方は適切
だと思いますか。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は学校行事等の校内の活動を地域に公開しようとしていると思います
か。

学校からの通信や連絡は確実に保護者に届いていると思いますか。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

学校は生徒の安全や健康を考えて、必要な対策をとっていると思いますか。

学校は生徒・保護者の個人情報に関して適切な配慮をしていると思います
か。

R03　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

生徒の進路を考えた、効果的な教育課程（３年間にわたる授業の全体計画やコース設定、校時
割）の編成に努めていると思いますか。

本荘高校の教育内容は生徒、保護者の期待に応えるものになっていると思
いますか。

昨年度　学校経営

「進路実現と人材育成」という重点目標の実現に向けて、学校全体で取り組
んでいると思いますか。

重点目標の実現に向けた取り組みは成果が上がっていると思いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3.1

3.2

4.1

4.2

5

6

7

R03 学校経営

A

B

C

D

E

未

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1

2

3.1

3.2

4.1

4.2

5

6

7

昨年度 学校経営
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教職員アンケート　－１－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

8 12 33 3 0 1 0 8 7 35 1 0 0 0

9 17 27 5 0 0 0 9 7 35 1 0 0 0

10 10 32 5 0 1 1 10 3 37 2 0 1 0

全体 26.5% 62.6% 8.8% 0.0% 1.4% 0.7% ## 全体 13.2% 82.9% 3.1% 0.0% 0.8% 0.0% #
89.1% 8.8% 2.0% 96.1% 3.1% 0.8%

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

R03　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。

生徒は授業に関して満足していると思いますか。

昨年度　教科指導

授業を通しての学力向上は達成されていると思いますか。

授業において生徒の興味や意欲を引き出す工夫がなされていると思います
か。
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教職員アンケート　－２－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

11 12 31 5 0 0 1 11 3 32 8 0 0 0

12 12 29 5 0 2 1 12 4 32 7 0 0 0

13 20 25 3 0 0 1 13 7 34 2 0 0 0

14 27 20 0 0 1 1 14 15 28 0 0 0 0

全体 36.2% 53.6% 6.6% 0.0% 1.5% 2.0% ## 全体 16.9% 73.3% 9.9% 0.0% 0.0% 0.0%

89.8% 6.6% 3.6% 90.1% 9.9% 0.0%

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

R03　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。

生徒指導上の事故防止指導は適切、効果的に行われていると思い
ますか。

「いじめ」に対する適切な調査や指導、対策がとられていると思います
か。

昨年度　生徒指導

生徒指導に全職員で、共通認識のもとに取り組んでいると思います
か。

整容指導や挨拶の励行など、生徒の社会性育成指導の成果はあ
がっていると思いますか。
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教職員アンケート　－３－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A B C D E 未 A B C D E 未

15 25 23 0 0 1 0 15 13 29 0 0 1 0

全体 51.0% 46.9% 0.0% 0.0% 2.0% 0.0% 49 全体 30.2% 67.4% 0.0% 0.0% 2.3% 0.0%

98.0% 0.0% 2.0% 97.7% 0.0% 2.3%

昨年度　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。

R03　教育相談

先生方は生徒の悩みや相談に適切に対応していると思いますか。
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教職員アンケート　－４－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

16 16 32 1 0 0 0 16 13 30 0 0 0 0

17 15 32 2 0 0 0 17 11 32 0 0 0 0

18 17 28 2 1 1 0 18 7 36 0 0 0 0

19 15 32 2 0 0 0 19 11 32 0 0 0 0

全体 32.1% 63.3% 3.6% 0.5% 0.5% 0.0% ## 全体 24.4% 75.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

95.4% 4.1% 0.5%

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

R03　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。

進路意識や職業観を育てるための指導が適切に行われていると思います
か。

学校は進路についての情報を生徒、保護者に適切に伝えていると思います
か。

昨年度　進路指導

個々の生徒の進路希望や適性に応じた指導が行われていると思いますか。

進路指導の成果はあがっていると思いますか。
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R03 進路指導
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未
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昨年度 進路指導

A

B

C

D

E

未

教職員アンケート　－５－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

20 17 23 9 0 0 0 20 10 28 5 0 0 0

21 17 29 3 0 0 0 21 11 30 1 1 0 0

22 16 29 3 0 1 0 22 13 28 1 0 1 0

全体 34.0% 55.1% 10.2% 0.0% 0.7% 0.0% ## 全体 26.4% 66.7% 5.4% 0.8% 0.8% 0.0% #

89.1% 10.2% 0.7% 93.0% 6.2% 0.8%

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

R03　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。

部活動の指導は適切に行われていると思いますか。

昨年度　特別活動

運動会、玲瓏祭などの生徒の活動は充実したものになっていると思います
か。

部活動を通した人間育成が図られていると思いますか。
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R03 特別活動
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昨年度 特別活動

A

B

C

D

E

未

教職員アンケート　－６－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

23 13 34 2 0 0 0 23 5 37 0 0 1 0

24 12 33 3 0 1 0 24 7 36 0 0 0 0

25 23 24 1 0 1 0 25 18 24 0 0 1 0

26 14 32 3 0 0 0 26 8 35 0 0 0 0

27 14 29 3 1 2 0 27 8 31 3 0 1 0

全体 31.0% 62.0% 4.9% 0.4% 1.6% 0.0% ## 全体 21.4% 75.8% 1.4% 0.0% 1.4% 0.0% #

93.1% 5.3% 1.6% 97.2% 1.4% 1.4%

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

保護者面談は適切に行われていると思いますか。

生徒は学校が楽しいと感じ、生き生きと学校生活を送っていると思います
か。

教材費の負担について配慮がなされていると思いますか。

昨年度　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

R03　学年経営・学級経営

学年やクラスの指導は生徒、保護者の期待に応えていると思いますか。

学年やクラスについての情報は生徒、保護者に適切に伝えられていると思
いますか。

A B C

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

23

24

25

26

27

R03 学年経営・学級経営

A
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未
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昨年度 学年経営・学級経営

A

B

C

D

E

未

教職員アンケート　－７－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない (Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない
Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し) Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

質問事項 A B C D E 未 質問事項 A B C D E 未

28 16 29 4 0 0 0 28 10 29 2 1 1 0

29 15 29 4 0 1 0 29 8 31 3 0 1 0

全体 31.6% 59.2% 8.2% 0.0% 1.0% 0.0% 98 全体 20.9% 69.8% 5.8% 1.2% 2.3% 0.0% #

90.8% 8.2% 1.0% 90.7% 7.0% 2.3%

昨年度　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。

R03　研修

教職員の研修は、適切に行われていると思いますか。

研修の成果が自らの向上と教育実践に生かされていると思いますか。
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昨年度 研修

A
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未

教職員アンケート　－８－



教職員アンケート

(Ａ：そう思う　Ｂ：ある程度そう思う   Ｃ：あまりそう思わない

Ｄ：そう思わない　Ｅ：わからない  未：回答無し)

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 90.7% 8.0% 1.3%

② 96.1% 3.1% 0.8%

③ 90.1% 9.9% 0.0%

④ 97.7% 0.0% 2.3%

⑤ 100.0% 0.0% 0.0%

⑥ 93.0% 6.2% 0.8%

⑦ 97.2% 1.4% 1.4%

⑧ 90.7% 7.0% 2.3%

93.8% 5.2% 1.0%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 92.5% 5.2% 2.3%

② 89.1% 8.8% 2.0%

③ 89.8% 6.6% 3.6%

④ 98.0% 0.0% 2.0%

⑤ 95.4% 4.1% 0.5%

⑥ 89.1% 10.2% 0.7%

⑦ 93.1% 5.3% 1.6%

⑧ 90.8% 8.2% 1.0%

92.0% 6.1% 1.8%

A+Ｂ C+Ｄ E+未

① 88.4% 9.1% 2.5%

② 85.9% 10.4% 3.7%

③ 89.4% 8.9% 1.7%

④ 97.8% 0.0% 2.2%

⑤ 86.7% 10.6% 2.8%

⑥ 96.3% 1.5% 2.2%

⑦ 92.0% 2.7% 5.3%

⑧ 88.9% 6.7% 4.4%

89.7% 7.2% 3.1%

⑨　全体

Ｒ０２

Ｒ０１

教科指導

特別活動

研修

学年経営・学級経営

学校経営

研修

⑨　全体

特別活動

学年経営・学級経営

教科指導

生徒指導

教育相談

進路指導

進路指導

研修

職員対象アンケート概要

生徒指導

教育相談

学校経営

教科指導

学校経営

学年経営・学級経営

教育相談

⑨　全体

生徒指導

特別活動

Ｒ０３

進路指導
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⑥R03
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⑦R03
⑦R02
⑦R01

⑧R03
⑧R02
⑧R01

⑨R03
⑨R02
⑨R01

A+B

C+Ｄ

E+未

教職員アンケート　－９－


